
第５検討部会 会議録 
会議の名称  第７回 第５検討部会 

開 催 日 時  平成 19年 11月 15日（木）10時 00分から 11時 55分 

開 催 場 所  川口市職員会館 講座室Ｂ   

出 席 者  
（部会長）石井副委員長  （副部会長）伊田（昭）委員、豊田委員  
（委員）庵地委員、木岡委員、椎橋委員、堀委員、山田委員 

 

会 議 内 容  
１．住民投票制度              
２．運営調整部会の役割  

会 議 資 料  ・第７回部会資料 

発 言 内 容  
 
 
 
 
 
 

・部会長から第１回運営調整部会の内容を説明した。伊田委員、豊田委員

が補足説明した。 
 
・部会長から第７回部会資料を説明し、意見交換を行った。 
■住民投票制度 
・住民投票にかけるべき重要事項は見当たらない。 
・合併問題はあるかもしれない。 
・川口オートレースについても現状では大きな問題はないが、将来議論に

なるかもしれない。 
・重要事項が現状ではなくても、常設型の住民投票制度を持っておいて、

緊急時には活用することが必要ではないか。 
・現状では行政に住民の意思が反映されているか不安だが、住民投票制度

があることが、歯止めとなる。住民の権利を自覚して、いざという時に

意思決定をする仕組みを持っておきたい。 
・勢いで投票されてしまう危険性もあるのではないか。 
・常設型住民投票制度は必要ということで、部会からの提案としたい。 
 
■運営調整部会の役割 
・運営調整部会の役割は、他の部会でどんなことが議論されているか情報

を共有する場だと思う。他の部会について意見を言うことはおかしいと

思う。 
・広報や PIを考える専門部会はあったほうがいいと思う。 
・自治基本条例といっても住民にはほとんど認知されていない。PR と言
っても駅頭でハンドマイクで訴えかけるとかの方法位しか思いつかな

い。 
・広報も大切であるが、特別なチームなど作らなくても、広報川口を使え

ばいいのではないか。 
・広報川口に１ページもらったらいいのではないか。 
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・各町会で説明会を行い、そこで PRと意見をもらったらどうか。 
・子どもを関わらせることも重要である。 
・運営調整部会で委員の誰かが世話人となって、50人に募って、希望する
もので広報 PIチームを組織する。そこでどのように広報するか、市民の
関与を考えるかを検討する。世話人については伊田委員が引き受けても

いい。 
・次回運営調整部会に提案をする。 
 
■今後の条例案の策定方法 
・各部会で意見を出し、起草チームを作り、そこでたたき台を作るのでは

ないか。 
・たたき台を作ると意見が制限されてしまうのではないか。 
・運営調整部会はたたき台を作る組織ではないだろう。どのように作成す

るかを検討する役割だと思う。 
・項目立てを考え、50人がそれぞれ条文案を作成し、それを束ねた後、各
部会で検討する案も考えられる。 
・運営調整部会を重くしないほうがいい。 
 
■次回議論テーマ 
・①法令遵守と公益通報制度、②情報を知る権利・情報公開・個人情報保

護、③審議会、④市長の役割と責務、⑤地域自治組織についてすべて検

討したい。 
・次回は情報を知る権利・情報公開・個人情報保護について議論したい。

できれば市のご担当から現状についての説明も受けたい。 

次回以降日程 
（予定） 

第８回 11月 27日（火）18～20時  
第９回 12月 14日（金）10～12時 
第 10回 12月 19日（水）18～20時  
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